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目的
このドキュメントには、このリリースの Oracle Essbase に関する重要な 新情報が

記載されています。Oracle Enterprise Performance Management System をインストー

ルする前に、この Readme を十分に確認してください。

注： Oracle Essbase Spreadsheet Add-in は Essbase 11.1.2.3 リリースには含まれてい

ません。また、Essbase 11.1.2.3 でサポートされている以前のバージョンの

Spreadsheet Add-in でもありません。Oracle Hyperion Smart View for Office を

使用する必要があります。

詳細は、Oracle Essbase Spreadsheet Add-in Statement of Direction [ID 1466700.1]

(https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=1466700.1)を参照

してください。

このリリースでの新機能
Oracle Essbase New Features を参照してください。

複数の密な動的 XREF 式がある場合、@XREF 計算関数のパフォーマンスも向上し

ます。パフォーマンスの向上は、@XREF のベクトル・モードで特に顕著です。

このリリースでのインストール、アーキテクチャおよび配置の変更に関係のある

新機能については、Oracle Enterprise Performance Management System Readme のこ

のリリースでの新機能に関する項を参照してください。

リリース 11.1.2.0、11.1.2.1 または 11.1.2.2 から移行する場合は、累積機能概要ツー

ルを使用して、これらのリリースの間に追加された新機能のリストを確認してく

ださい。このツールを使用すると、現在の製品、現在のリリース・バージョンお

よびターゲットの実装リリース・バージョンを識別できます。1 回のクリックで、

現在のリリースとターゲットのリリースの間で開発された製品機能のハイレベル

の説明のカスタマイズ・セットがすばやく生成されます。このツールはこちらに

あります:

https://support.oracle.com/oip/faces/secure/km/DocumentDisplay.jspx?id=1092114.1

インストール情報
EPM System 製品のインストールに関する 新情報は、Oracle Enterprise Performance

Management System Installation and Configuration Readme に記載されています。EPM

System 製品をインストールする前に、この情報をよくお読みください。

サポートされているプラットフォーム
EPM System 製品のシステム要件およびサポートされているプラットフォームに関

する情報は、Oracle Enterprise Performance Management System Certification Matrix に

スプレッドシート形式で提供されています。このマトリックスは、Oracle Technology
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Network (OTN)の Oracle Fusion Middleware Supported System Configurations ページに

掲載されています:

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-

certification-100350.html

サポートされている言語
EPM System 製品のサポートされている言語に関する情報は、Oracle Enterprise

Performance Management System Certification Matrix の「Translation Support」タブに

スプレッドシート形式で提供されています。このマトリックスは、OTN の Oracle

Fusion Middleware Supported System Configurations ページに掲載されています:

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-

certification-100350.html

サポートされているこのリリースへのパス
EPM System は、次のリリースからリリース 11.1.2.3 にアップグレードできます:

注意: アップグレードの手順は、Oracle Enterprise Performance Management System

Installation and Configuration Guide の EPM System 製品のアップグレードに関する

項を参照してください。

表 1 サポートされているこのリリースへのパス

アップ
グレー
ド・パ
スのリ
リース:
元

リリース 11.1.2.3 へ

11.1.2.x メンテナンス・リリースをリリース 11.1.2.3 へ適用します。

Oracle Hyperion Financial Close Management の場合、メンテナンス・リリースの適用がサポートされてい

るのはリリース 11.1.2.1 および 11.1.2.2 以降のみです。

11.1.1.
4.x

リリース 11.1.2.3 にアップグレード。

リリー
ス 11.
1.1.0.x
から
11.1.1.
3.x

リリース11.1.1.4 にメンテナンス・リリースを適用した後、リリース11.1.2.3 にアップグレードします。

リリー
ス 9.3.
3.x

リリース11.1.2.2 にアップグレードした後、リリース11.1.2.3 にメンテナンス・リリースを適用します。
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アップ
グレー
ド・パ
スのリ
リース:
元

リリース 11.1.2.3 へ

複数の
リリー
スが含
まれて
いる環
境。1
つの
Oracle
Hyperion
Shared
Services
のイン
スタン
スが含
まれて
いる環
境、ま
たは 2
つの
Shared
Services
のイン
スタン
スが含
まれて
いる環
境も該
当しま
す

Oracle Enterprise Performance Management System Installation and Configuration Guide の EPM システム製品のアッ

プグレードの章にある、複数リリース環境からのアップグレードに関する項を参照してください。

注意: リリース 9.2.0.3+、9.3.0.x、9.3.1.x (Essbase 9.3.1.4.1、9.3.1.5、9.3.1.6 および

9.3.1.7 以外)または 11.1.1.x から始める場合、まずリリース 11.1.1.3 にアップグレー

ドしてから、リリース 11.1.1.4 にメンテナンス・リリースを適用し、リリース

11.1.2.3 にアップグレードすることをお薦めします。前のリリースから開始する場

合、開始するリリースからのアップグレードを直接サポートしている 高レベル

のリリースにアップグレードすることをお薦めします。

Essbase と Shared Services との間のセキュリティの同期は、リリース 9.3.1.4.1 以降

の Essbase リリース 9.3 では削除されていました。ただし、Essbase および Shared

Services リリース 11.1.1.3 では、セキュリティ情報は同期されます。このため、

Essbase リリース 9.3.1.4.1、9.3.1.5、9.3.1.6 または 9.3.1.7 を使用している場合、まず

リリース 9.3.3 にすべての製品をアップグレードしてから、リリース 11.1.2.2 にアッ

プグレードし、リリース 11.1.2.3 にメンテナンス・リリースを適用する必要があ

ります。

このリリースで修正された問題
このセクションには、リリース 11.1.2.3.000 で修正された問題が含まれています。

以前のリリースで修正された問題のリストを確認するには、Defects Fixed Finder を
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使用します。このツールでは、所有する製品および現在の実装のリリースを確認

できます。1 回のクリックで、修正された問題の説明とそれに関連するプラット

フォームおよびパッチ番号を含むカスタマイズされたレポートが、ツールによっ

てすばやく生成されます。このツールはこちらにあります:

https://support.oracle.com/oip/faces/secure/km/DocumentDisplay.jspx?id=1292603.1

l 15856456 -- データ・ロード。データ値の有効桁数が多いデータベース上で

Oracle Call Interface (OCI)を使用するデータ・ロードは次のエラーを返します:

データ列に無効なメンバー[[member]があります。

l 14210803, 12629034 -- データ・ロード。Oracle Call Interface (OCI)を使用する SQL

データ・ロードがデータのロードに失敗し、エラーを戻すのにも失敗します。

l 14252473 -- Essbase サーバー。Linux で、アクティブなユーザーが接続している

ときにアプリケーションの削除要求が発行された場合、Essbase が異常終了し

ます。

l 14031563 -- MDX。複数の次元から多数のリーフ・メンバーを表示するレポー

トを実行すると、エラー・メッセージが戻されます: 内部エラー: クエリーが割

り当てているメモリーが大きすぎるため実行できません(4GBを超えています)。クエ

リーの割当ては制限値を超えています。。

l 15880564 -- Essbase エージェント。AIX で、Essbase エージェントが MaxL 表示

セッション操作中に応答を停止し、アプリケーションによって.xcpファイル

が作成されます。

l 14710347 -- グリッド。ログ・ファイル内のユーザー名にスペースが含まれて

いる場合、Essbase を再起動すると、SSAUDIT トランザクション・ログ・ファ

イルの行エントリの番号が再設定されます。

l 14618630 -- グリッド。グリッドに(見出し行ではなく)タイトル行のみが含ま

れ、その行がデータ行の前に終了する場合、SSAUDIT トランザクション・ロ

グ・ファイルでは「ロックおよび送信」更新は記録されません。

l 15884510、16168918 -- 集約ストレージ。集約ストレージ・アプリケーション

で、アウトラインに CASE/WHEN 式を含む MDX 式があるデータベースに対す

るクエリー中に応答が停止します。

l 14189474 -- アウトライン API。アウトライン API 関数

EssOtlQueryMembersByName が、重複したメンバー・アウトライン内の共有メ

ンバーに対して誤った親名および一意の名前を返します。

l 16178344 -- MDX。CrossJoin 内に次元シグネチャの不一致が含まれる MDX ク

エリー中に Essbase アプリケーションが異常終了します。

l 14658729 -- API。Windows 2008 R2 (64 ビット)上で実行されている Essbase API

プログラムがメモリーを大量に消費します。

l 14844850 -- MaxL シェル。ネストされた MaxL スクリプトの実行中に MaxL シェ

ルが異常終了します。このスクリプトでは、正しく処理されたなかったエラー

条件の後に埋込みスクリプトが続いていました。

l 14209988 -- MDX。集約ストレージ・データベースに対する Leaves 関数を含む

カスタム計算を実行すると、Essbase が応答を停止し、「ネットワーク・エラー

[10054]: データを受信できません。」を返します。
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l 12949431 -- レポート・ライター。構文が正しくないレポート・スクリプトを

実行すると、アプリケーションが応答を停止します。

l 14669283 -- 計算。時間次元上に透過パーティションが定義されている場合、

クエリーがカバーするデータ・ブロックのターゲット上にデータが存在する

と、属性に対する動的時系列計算が#Missing を返します。この動作は、

essbase.cfgファイルに TARGETTIMESERIESOPT 構成設定が指定されていな

い場合に発生します。

l 13995902 -- 計算。メンバー式で使用する場合、アプリケーションを再起動し

ないと@DATEPART 計算関数でメジャー次元内のメンバーの値が更新されませ

ん。

l 14103464 -- 計算。Essbase の負荷が重い場合、起動中または特定の計算中にア

プリケーションが異常終了します。

l 14301062 -- Essbase サーバー。MaxL を使用して可変属性を含むアウトラインを

エクスポートすると、Essbase サーバーが異常終了します。

l 14538369 -- Essbase サーバー。Essbase アプリケーションまたはデータベースが

指定されていない MDX スクリプトを実行すると、Essbase サーバーが異常終

了します。

l 14228984 -- MDX。次元プロパティおよび計算メンバーで PROPERTY_EXPR

MDX プロパティが使用されている場合、無許可のデータにアクセスできま

す。

l 13906119 -- MaxL。暗号化の際に deploy MaxL ステートメントで解析エラーが

発生します。

l 13883641 -- 計算。アウトライン内のメンバー名に 1 つの単一引用符が含まれ

る場合、DATAEXPORT 計算コマンドで 2 つの単一引用符を含むようにメン

バー名が変更されます。

l 14221692 -- パーティション。パーティション領域を含む MDX クエリーを実行

すると、透過パーティションのターゲットである集約ストレージ・データベー

スが異常終了します。

l 14278594 -- パーティション。透過パーティションのターゲット集約ストレー

ジ・データベース上にフィルタ・ユーザーが含まれる MDX クエリーを実行す

ると、Essbase サーバーが異常終了します。

l 15845424 -- パーティション。パーティション領域で使用されるメンバー名に

ドル記号($)が含まれている場合、Essbase で透過パーティションが作成されま

せん。

l 11839965 -- MaxL。複数のデータ・ロード・バッファを持つ集約されたストレー

ジ・データベースをターゲットとする暗号化 MaxL スクリプトを実行すると、

Essbase で 初のバッファが誤って削除されます。

l 13483901 -- MaxL。ドリルスルー URL を作成する暗号化 MaxL スクリプトを実

行すると、Essbase で解析エラーが発生します。

l 14498391 -- パーティション。ターゲット・パーティション更新可能オプショ

ンが選択されていない場合、複製パーティションに対する計算が機能しませ

ん。
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既知の問題
このリリースで注意が必要な既知の問題は次のとおりです。

l 16618139、16515442 -- 高可用性。Oracle Hyperion Foundation Services データベー

スが、JDBC URL 接続文字列で Oracle Real Application Clusters (RAC)データベー

スの複数のノードが指定されている RAC 上で構成されている場合、Essbase が

フェイルオーバー・モードでの起動に失敗します。

たとえば、Foundation Services データベースが次の非 SCAN ベースの RAC JDBC

URL で定義されているとします:

            jdbc:oracle:thin:@(DESCRIPTION=(ADDRESS_LIST=(LOAD_BALANCE=on)

(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=myrachost1)(PORT=1521))(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)

(HOST=myrachost2)(PORT=1521)))(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=orcl)))

         

Essbase がアクティブ/パッシブ・フェイルオーバー・クラスタとして高可用性

モードで構成されている場合、Essbase は起動に失敗し、次のようなエラーに

なります:

            

ESSBASE / Error (1320059) Essbase error due to dbName and dbPort property missing 

in the Shared Services registry database. 

The database Host is [myepmsystem.oracle.com]. If you are using Oracle RAC as the 

database, contact your database 

administrator to manually configure the database connection.

         

回避策:

m Oracle 11gR2 以上: Foundation Services の Oracle データベースのバージョン

が 11gR2 以上の場合は、SCAN ベースのメソッドを使用して RAC を構成

し、対応する SCAN 仮想ホスト名を使用するように Foundation Services デー

タベースを再構成します。

この接続メカニズムは、単一ノードの Oracle データベースに接続する場合

と同じです。Essbase ではこの方法がサポートされています。

m Oracle 11gR2 より前: Oracle Hyperion Foundation Services の Oracle データベー

スのバージョンが 11gR2 より前の場合、プライマリ RAC ノードが活動状

態であるかぎりこのタイプの接続は機能しますが、Essbase は非 SCAN ベー

スの RAC 接続をサポートしません。

次の手順に従って、Essbase がプライマリ RAC ノードで動作するようにし

ます:

次の手順では、epmsys_registry_scriptは epmsys_registry.bat

(Windows)ファイルおよび epmsys_registry.sh (UNIX)ファイルを指しま

す。

1. EPM_ORACLE_INSTANCE\binフォルダでコマンド・プロンプトを開きま

す。

Windows の例:
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                        C:\Oracle\Hyperion\Middleware\user_projects\epmsystem1

                     

2. DATABASE_CONNコンポーネント(dbJdbcUrlなど)のプロパティを EPM

System レジストリに表示するには、次のコマンドを実行します:

                        epmsys_registry_script

                         view FOUNDATION_SERVICES_PRODUCT/DATABASE_CONN

                     

Windows の例:

                        epmsys_registry.bat view FOUNDATION_SERVICES_PRODUCT/

DATABASE_CONN

                     

3. プロパティが存在する場合は、dbNameプロパティの一意の ID を書き

留めます。

例:

                        1f906cf29b5be305S4edbf22713d8d835e3aS7ff3

                     

4. プライマリ RAC ノード・ホストを表す localhost_nameプロパティが

正しくない場合は、次のコマンドを実行します:

                        epmsys_registry_script

                         updateproperty "#

                        ID

                        /@localhost_name" 

                        OracleRACNode1DbHost

                     

Windows の例:

                        epmsys_registry.bat updateproperty 

"#1f906cf29b5be305S4edbf22713d8d835e3aS7ff3/@localhost_name" 

myracdb1.oracle.com

                     

プロパティが更新されたことを示すメッセージが表示されます。

5. dbNameプロパティが存在しない場合は、次のコマンドを実行します:

                        epmsys_registry_script

                         addproperty "#

                        ID

                        /@dbName" 

                        OracleDbServiceName

                     

Windows の例:

                        epmsys_registry.bat addproperty 

8 Readme



"#1f906cf29b5be305S4edbf22713d8d835e3aS7ff3/@dbName" orcl

                     

プロパティが追加されたことを示すメッセージが表示されます。

6. dbPortプロパティが存在しない場合は、次のコマンドを実行します:

                        epmsys_registry_script

                         addproperty "#

                        ID

                        /@dbPort" 

                        OracleDbPort

                     

Windows の例:

                        epmsys_registry.bat addproperty 

"#1f906cf29b5be305S4edbf22713d8d835e3aS7ff3/@dbPort" 1521

                     

プロパティが追加されたことを示すメッセージが表示されます。

7. DATABASE_CONN コンポーネントのプロパティの変更を確認するに

は、次のコマンドを再実行します:

                        epmsys_registry_script

                         view FOUNDATION_SERVICES_PRODUCT/DATABASE_CONN

                     

Windows の例:

                        epmsys_registry.bat view FOUNDATION_SERVICES_PRODUCT/

DATABASE_CONN

                     

8. Essbase を開始します。

注意: 13974353、13944879 -- Essbase フェイルオーバー・クラスタは、構

成済のプライマリ RAC ノードが使用可能であるかぎり機能します。プ

ライマリ RAC ノードが停止すると、Essbase が停止し、起動に失敗しま

す。プライマリ RAC ノードが停止しているときに Essbase を起動する

必要がある場合、一時的な回避策として、EPM System レジストリ内の

データベース・プロパティを、セカンダリ RAC ノードを指すように変

更します。

次の手順に従って、Essbase がセカンダリ RAC ノードで動作するように

します:

次の手順では、epmsys_registry_scriptは epmsys_registry.bat

(Windows)ファイルおよび epmsys_registry.sh (UNIX)ファイルを指

します。

1. EPM_ORACLE_INSTANCE\binフォルダでコマンド・プロンプトを開

きます。

Windows の例:
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                              C:\Oracle\Hyperion\Middleware\user_projects\epmsystem1

                           

2. DATABASE_CONNコンポーネント(dbJdbcUrlなど)のプロパティを

EPM System レジストリに表示するには、次のコマンドを実行しま

す:

                              epmsys_registry_script

                               view FOUNDATION_SERVICES_PRODUCT/DATABASE_CONN

                           

Windows の例:

                              epmsys_registry.bat view FOUNDATION_SERVICES_PRODUCT/

DATABASE_CONN

                           

3. プロパティが存在する場合は、dbNameプロパティの一意の ID を書

き留めます。

例:

                              1f906cf29b5be305S4edbf22713d8d835e3aS7ff3

                           

4. 次のコマンドを使用して、プライマリ・データベース・ホストを指

す localhost_nameプロパティをセカンダリ・データベース・ホス

トに変更します。

                              epmsys_registry_script

                               updateproperty "#

                              ID

                              /@localhost_name" 

                              OracleRACNode2DbHost

                           

Windows の例:

                              epmsys_registry.bat updateproperty 

"#1f906cf29b5be305S4edbf22713d8d835e3aS7ff3/@localhost_name" 

myracdb2.oracle.com

                           

プロパティが更新されたことを示すメッセージが表示されます。

5. dbNameプロパティを変更する必要がある場合(セカンダリ RAC ノー

ドの SERVICENAMEがプライマリ RAC ノードと異なる、プライマリ

RAC ノードの SID と異なるセカンダリ RAC ノードの SID を使用し

て接続するなど)は、次のコマンドを実行します:

                              epmsys_registry_script

                               updateproperty "#

                              ID

                              /@dbName" OracleDbServiceName
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Windows の例:

                              epmsys_registry.bat updateproperty 

"#1f906cf29b5be305S4edbf22713d8d835e3aS7ff3/@dbName" orcl2

                           

プロパティが更新されたことを示すメッセージが表示されます。

6. セカンダリ RAC ノードの dbPortプロパティがプライマリ RAC

ノードと異なる場合は、次のコマンドを実行します:

                              epmsys_registry_script

                               addproperty "#

                              ID

                              /@dbPort" 

                              OracleDbPort

                           

Windows の例:

                              epmsys_registry.bat addproperty 

"#1f906cf29b5be305S4edbf22713d8d835e3aS7ff3/@dbPort" 1522

                           

プロパティが追加されたことを示すメッセージが表示されます。

7. DATABASE_CONN コンポーネントのプロパティの変更を確認する

には、次のコマンドを再実行します:

                              epmsys_registry_script

                               view FOUNDATION_SERVICES_PRODUCT/DATABASE_CONN

                           

Windows の例:

                              epmsys_registry.bat view FOUNDATION_SERVICES_PRODUCT/

DATABASE_CONN

                           

8. Essbase を開始します。

注： この一時的な回避策は、セカンダリ RAC データベース・ノード

が活動状態であるかぎり有効です。後でセカンダリ RAC ノード

が停止し、Essbase が動作すると予想される場合は、この同じ手

順に従って、RAC データベース内の も優先される活動状態の

ノードを指すように EPM System レジストリ内のデータベースを

再構成します。

l 16457613 -- TARGETTIMESERIESOPT 構成設定が、透過パーティションに対す

るクエリーの 適化に使用されます。この構成設定が essbase.cfgファイル

で設定され、透過パーティションが時間次元で定義されている場合、ターゲッ

ト・データベースに存在するデータに対する動的時系列計算は#Missing を返す

か、または結果が正しくありません。この動作が発生するのは、このオプショ

Readme 11



ン構成設定を使用した D-T-S 計算は透過パーティションのソース・データベー

スから常に抽出されるためです。

l 16457664 -- ターゲットにクエリーの対象になるデータ・ブロックがない透過

パーティションを含むデータベースでは、属性に対する動的時系列計算は

#Missing を返します。この動作は、essbase.cfgファイルに

TARGETTIMESERIESOPT 構成設定が指定されていない場合に発生します。

l 13457388 -- 64 ビットの Windows Server 2008。64 ビットの Windows Server 2008

上で 64 ビットの Essbase を実行すると、一部の Essbase サーバー名が認識され

ません。この問題は、64 ビットの Windows Sever 2008 で IPv6 オプションが無

効になっている場合に発生します。

回避策: IPv6 を有効にします。IPv6 を有効なまま(デフォルト)にしておくこと

をお薦めします。

l 13637169 -- AIX (64 ビット)。ulimit のデータ・セグメント・サイズが小さすぎ

ると、アプリケーションが異常終了します。データ・セグメント・サイズは

無制限に設定することをお薦めします。Oracle Enterprise Performance

Management System Installation and Configuration Guide の 64 ビット AIX での

ユーザー制限の設定に関する項を参照してください。

l 13624319 -- HP-UX。HP-UX 11.23 上で実行されている Essbase サーバーはアプ

リケーションを作成できません。エラー・メッセージ:

            /usr/lib/hpux64/dld.so: Unsatisfied code symbol '__cxa_get_exception_ptr' in 

load module

'

            EPM_ORACLE_HOME

            /products/Essbase/EssbaseServer/bin/libessasosm.so'.

         

            [Tue Jan 24 11:23:08 2012]Local/ESSBASE0///Error(1052003)

Timed out reading from server

         

            [Tue Jan 24 11:23:08 2012]Local/ESSBASE0///Error(1054001)

Cannot load application Apbg6641 with error number [1052003] - see server log 

file

         

            [Tue Jan 24 11:23:08 2012]Local/ESSBASE0///Error(1054067)

Internal error

         

回避策: HP-UX 11.23 はサポートされているオペレーティング・システムでは

ありません。サポートされている HP-UX のバージョンについては、Oracle

Hyperion Enterprise Performance Management System 動作保証マトリックス

(http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-

certification-100350.html)を参照してください。

l 16453364 -- execute calculation MaxL ステートメントを含む計算文字列を使用す

ると、Essbase エージェントの実行が遅くなり、使用不可に見えます。この動
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作を回避するには、計算文字列をサーバーベースの計算スクリプトとして保

存し、保存された計算スクリプトを実行します。

l 13847733 -- アップグレード。Essbase を新しいマシンにアップグレードする場

合、サンプル・アプリケーションを移動できません。新しいサンプル・アプ

リケーションが新しいマシンにインストールされます。

l 10096616、13084180 -- SSL。SSL を有効にすると、一部の Essbase 操作を実行す

る際のパフォーマンスが低下します。

l 11725513、13404757 -- カーネル。AIX 5.3 が稼働するサーバー上で MaxL シェ

ルから Essbase サーバーにログインすると、次のエラー・メッセージが返され

る可能性があります:

            MAXL> login essexer password;

WARNING - 1040152 - Failed to load ZT library

WARNING - 1040156 - SSL initialization failed with error code [1040152]

OK/INFO - 1051034 - Logging in user [essexer]

OK/INFO - 1051035 - Last login on Monday, February 07, 2011 2:57:58 PM.

OK/INFO - 1241001 - Logged in to Essbase.

         

このエラーは SSL の開始に関連したもので、Essbase サーバーの起動時または

ESSCMD の実行時にも発生する可能性があります。

回避策: Essbase サーバーと Essbase クライアントがインストールされているコ

ンピュータに AIX 5.3 カーネル拡張アップデートを適用します。

l 10159576、12618625 -- カーネル。このリリースでは、64 ビット・サーバーが

より大きなキャッシュ・サイズに対応できるよう拡張されました。そのため、

古いクライアント(9.3.x、11.1.1.x または 11.1.2.1)をこのバージョンの 64 ビッ

ト・サーバーとともに使用する場合は、次の機能が無効になります:

C-API:

m EssGetDatabaseState — データ・キャッシュ、データ・ファイル・キャッシュ

またはインデックス・キャッシュに対してゼロを表示します

m EssSetDatabaseState — データ・キャッシュ、データ・ファイル・キャッシュ

またはインデックス・キャッシュのサイズを設定できません

m EssGetDatabaseInfo — データ・キャッシュ、データ・ファイル・キャッシュ

またはインデックス・キャッシュに対してゼロを表示します

MaxL

m alter database DBS-NAME set data_cache_size SIZE-STRING

m alter database DBS-NAME set data_file_cache_size SIZE-STRING

m alter database DBS-NAME set index_cache_size SIZE-STRING

ESSCMD:

m GETDBSTATE — データ・キャッシュ、データ・ファイル・キャッシュまた

はインデックス・キャッシュに対してゼロを表示します

Readme 13



m SETDBSTATE — データ・キャッシュ、データ・ファイル・キャッシュまた

はインデックス・キャッシュのサイズを設定できません

m GETDBINFO — データ・キャッシュ、データ・ファイル・キャッシュまた

はインデックス・キャッシュに対してゼロを表示します

データ・マイニング。Essbase および Oracle Essbase Administration Services では、

データ・マイニングはサポートされなくなりました。データ・マイニング機

能については、Oracle Database Enterprise Edition のオプションである Oracle Data

Mining を検討してください。

l 16403153 -- ID が 32768 より大きいテキスト・リスト値をインポートするとエ

ラーになります。

l 12757320、11875089、12757319 -- フィルタ。Oracle Hyperion Shared Services

Console で「委任されたユーザー管理」オプションが有効になっている場合、

Planning と Essbase との同期を取るために Oracle Hyperion Planning 内から「セ

キュリティ・フィルタのリフレッシュ」を実行すると、プロビジョニングさ

れたユーザーのフィルタが作成されません。

回避策: 「Delegated User Management」を無効にして Planning から「セキュリ

ティ・フィルタのリフレッシュ」を再度実行します。

l 12757316、11875352 -- フィルタ。「委任されたユーザー管理」オプションが有

効で、複数の外部リポジトリにユーザーが存在する場合、Oracle Hyperion

Planning と Oracle Hyperion Shared Services および Essbase との同期を取るために

Planning 内から「セキュリティ・フィルタのリフレッシュ」を実行すると、重

複したユーザー・エントリが作成されることがあります。

l 11800146、10623580 -- カーネル。直接 I/O は Linux でサポートされていませ

ん。

l 12884791 -- コミット・アクセスのロールバック。コミット・アクセス・モー

ドでは、トランザクション・ロールバック中にデータ・ファイルの空き領域

のリークが発生する可能性があります。

ドキュメントの更新事項

EPM System 製品ドキュメントへのアクセス

各 EPM System 製品ガイドの 新版は、OTN Web サイトの「EPM System

Documentation」領域(http://www.oracle.com/technology/documentation/epm.html)か

らダウンロードまたは表示できます。Oracle Enterprise Performance Management

System Documentation Portal (http://www.oracle.com/us/solutions/ent-performance-bi/

technical-information-147174.html)も使用できます。ここには、EPM Supported

Platform Matrices、My Oracle Support、およびその他の情報へのリンクも含まれて

います。

配置関連のドキュメントは、Oracle Software Delivery Cloud Web サイト(http://

edelivery.oracle.com/EPD/WelcomePage/get_form)からも入手できます。
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個々の製品ガイドは、Oracle Technology Network Web サイトからのみダウンロー

ドできます。

PDF からのコード・スニペットのコピーと貼付け

PDF ファイルからコード・スニペットを切り取って貼り付ける際、貼付け操作時

に一部の文字が失われる場合があり、これによりコード・スニペットが無効にな

ります。回避策: コード・スニペットを HTML バージョンのドキュメントから切

り取って貼り付けます。

ランタイム代替変数文字列
16675163 -- 次の情報によって、Oracle Essbase 11.1.2.3 ドキュメント内のランタイム

代替変数の文字列の構文に関する情報が更新されます。

リストで指定されているランタイム代替変数を使用して保管されている計算スク

リプトを実行する場合、リストはキー/値ペアの文字列です。文字列を一重引用符

で囲み、キー/値ペアをセミコロン(文字列の 後のランタイム代替変数の後、お

よび末尾の一重引用符の前のセミコロンを含む)で区切る必要があります。

ランタイム代替変数文字列の更新例:

      'a=100;b=@CHILDREN("100");c="Actual"->"Final";d="New York";'

   

MaxL ステートメントの更新例:

      execute calculation Sample.Basic.Calc3 with runtimesubvars ‘a=100;b=50;’;

   

ドキュメント・フィードバック
製品のドキュメントに関するフィードバックは、次の電子メール・アドレスに送

信してください: EPMdoc_ww@oracle.com。

次のソーシャル・メディア・サイトの EPM 情報開発をフォローしてください:

l YouTube - http://www.youtube.com/user/OracleEPMWebcasts

l Google+ - https://plus.google.com/106915048672979407731

l Twitter - https://twitter.com/HyperionEPMInfo

l Facebook - https://www.facebook.com/pages/Hyperion-EPM-Info/102682103112642

l Linked In - http://www.linkedin.com/groups?home=&gid=3127051&trk=anet_ug_hm
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アクセシビリティの考慮事項
オラクル社では、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポー

ト・ドキュメントをご利用いただけることを目標としています。この Readme ファ

イルは HTML 形式で入手できます。
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